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   A case of the ventral incomplete duplicated urethra associated with the concealed penis 
is presented which was detected in a 4 years old child. 
   The duplicated urethra with about 4.5 cm. length communicated at the anterior urethra 
and blindly ended at the postero-inferior portion of the bladder. 
   There was no sign of urinary incontinence or dysuria. 
   A discussion was made on differential diagnosis of this abnormality.
不完全重複尿道 の うち陰茎背側 に存在す る も
のは今 日では差程珍 らしい ものではな く,近 藤
が1954年に210例以上 の本邦症例 を集 め得 てい
る程 である.然 し乍 ら,陰 茎腹側 に存在す る不
完全重複尿道は 稀 な もので,近 藤 の 統計 では
217例中の僅 か2例(0.9%),そ してGross&
Mooreの統計では83例中3例(3.6%)に みい
だ され るにす ぎない.
最近我 々は,埋 没陰茎 を伴つた4才 の幼児 に
於 いて,偶 然正常尿道 の腹側 に存在す る不完全






同族中に 奇形はない 同胞2名 中の長子で,妹 は健
在.













































成手術を 施行 した.即 ち,閉 鎖循環麻酔の もとに陰
茎を挙上した状態に於いて,陰茎下部で陰嚢に陰茎と
平行の皮切を加え,陰 茎部及び陰嚢部を夫々別々に
縫合する ことにより,陰茎 と陰嚢を 分離することが








単一陰茎 に 於い て,尿 道 と 平行 に 走 る管腔
が,膀 胱或 は尿 道 との交 通の有無 に拘 らず,そ
れが本来 の尿道 の背側に存在 すれば重複尿道 の
診断は簡単 であ るが,尿 道の腹側に存在 す る場
合には慎重 な検討が必要 である.
即 ち,そ の管腔が尿道 であるためには尿 道海
綿体を有す る ことが必要 である.そ して尿道海
綿体 の証明 には外科的手術又は剖検に依 らねば
ならぬが,種 々の理 由によ りその施行 の不可能
の場合 には,次 の諸疾患 を鑑別除外 し得れば,
一応重複尿道 の範疇 に入 れて差支 えないもの と
考 え る.即 ち,1)性 器及び会陰 部縫線 の異常
管 腔(Lamb;Neff;Thompson;Thompson





並 びに7)泌 尿生殖器洞,な どである.
本症 では,1)視 触診,並 びに手術所見 で性
器会陰部縫線部 には異常管腔 開 口,嚢 胞 形成 等
の異常 を呈 しない等か ら性器会陰部縫線部の異
常 管腔形成 とは考 え難 い.2)開 口部が前部尿
道で あるのに尿失禁 を認 めない こと,並 びに上
部尿路 レ線像 には異常 のない ことか ら,尿 管 の
膀胱 外尿道 開 口ではない.又,3)性 機 能の発
育 以前 の4才 の幼児 である こと,並 びに管腔 の
内径が可成 りの太 さを有 す ることか ら,射 精管
















いる ものは,尿 道 との交通 の有 無に より大 き・く
2型 に分 かち得 る.そ の前者 については更に,
1)後部尿道 の重 複:一 端が後部尿道 に,他 端
が膀胱 に開 口(富 山;宗;Purce11),2)逆Y
字型:一 端が尿道 に開 口し,他 端が亀頭に開 口
(添田),そ して,3)Y字 型:一 端が前部尿
道に開 口し,他 端が盲端(本 例),の3型 を認
め る.後 者即 ち尿道 と交通 しない場合 は,一 端
は亀頭 に開 口 し,他 端 は盲 端(木 田;DeNicola
andMcCartney;Rinkerなど)と な る.
本例 では,尿 失 禁,排 尿困難等 の尿路症状を
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